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観点一覧

◆内容の取扱い
1. 教師にとって教えやすく，生徒にとって学びやすい教科書になっている。
2. 古今東西の話題から，生徒が自ら積極的に関与できる題材が厳選してあり，生徒の英語力向上や精神的な成長に寄与できるようになっている。
3. 説明文・パンフレット・ウェブサイト・インタビューなど，さまざまな言語の使用場面を想定している。
4. 英語の4技能を統合的に活用できるよう工夫してあり，生徒が積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を養えるようになっている。


◆単元の構成・配列及び分量
1. 本課を10課，読み物（Reading）を2課設けてある。
2. 本課や読み物以外に，プレゼンテーションのやり方を学ぶLesson for Presentation，ディスカッションのやり方を学ぶLesson for Discussion，日常的な使用場面で英語を学ぶDaily English Around You ①～④，SDGsについて学ぶSDGs 07～10を設けてある。
3. Stage 1（Lesson 1～4）とStage 2（Lesson 5～10）の二部構成となっており，Stage 1では日常学習を，Stage 2では入試を意識した内容にしてある。
4. 各課の扉ページは写真・リスニング・やり取りなどの活動で構成され，英語による導入を行いやすく工夫してある。
5. 本課の本文は500～600語程度の標準的な英語で構成され，写真や図を交えて理解しやすく提示してある。
6. 新出語と重要表現は，出現順に色を変えて分かりやすく提示してある。
7. Stage 1の練習問題は，①英英語義（Word Hunt），②内容理解（Check Up!），③要約（Sum Up！），④発信活動（Speak Out!）がPartごとに用意してある。Stage 2の練習問題は，各ページの拾い読み（Skimming）のほか，課末に内容理解（Comprehension）が用意してある。さらに，全課を通じて，課末に総合的な内容理解（Finish Up!）と言語活動（OUTPUT）が用意してある。
8. その他，各課の最後には独自の情報ページ（More Information）が用意してあり，題材内容をより深めることができるように工夫してある。
